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（１）事業者名 ： 株式会社　呉鉄工所

（２）代表者 ： 代表取締役　尾野慎一郎

（３）所在地 ： 〒737-0134
広島県呉市広多賀谷1丁目8番15

（４）環境管理責任者 ： 取締役工場長　森本敏治

（５）連絡先 ： 代表取締役　尾野慎一郎

（６）事業案内
①自動車部品の製造
②スチール製梱包容器の製造
③建築用金物の製造
④プレス金型の設計及び製作

（７）事業規模
①総製品重量及び売上高、CO2排出量

②従業員数 ： 74名 （２０２３年４月１日）
③敷地面積 ： 17,531㎥ （２０２３年４月１日）
④床面積 ： 8,293㎥ （２０２３年４月１日）

事業所名 株式会社　呉鉄工所

対象事業所 本社・工場

対象活動 自動車部品、スチール製梱包容器及び
建築金物の製造並びにプレス金型の設計及び製作

２．対象範囲（認証・登録範囲）

１．組織の概要（事業者名、所在地、事業の概要、事業規模）
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主要製品生産量 CO2排出量 売上高

項目 単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
主要製品生産量 t 7,885 6,386 5,084 7,435
売上高 百万円 2,036 1,728 1,693 2,152
CO2排出量 t-CO2 1,795 1,592 1,121 1,208
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３．環境経営方針

【経営方針】

　　お客様に喜ばれる商品づくり

【基本方針】

　　　当社は、自動車の車体部品の製造を通して循環型社会の形

　　成に貢献するとともに、事業活動に伴う環境影響をできるだ

　　け少なくするために、環境経営システムを構築・運用し、全

　　社一丸で積極的に環境経営の継続的改善に取り組みます。

【行動指針】

　　１．課題とチャンスを踏まえ、環境目標を定め、その達成に

　　　　向けて活動するとともに、定期的に見直し、継続的改善

　　　　に努めます。

　　２．具体的な取り組みとして、次のことを推進します。

　　　（１）製品の品質及び生産性向上による環境負荷の低減

　　　（２）省資源及び省エネルギー

　　　（３）廃棄物の削減と適正処理

　　　（４）地域の衛生保持と環境保全

　　　（５）グリーン購入

　　　（６）環境関連法規制や、当社が約束したことを守ります。

改訂日　２０２２年４月１日

環  境  経  営  方  針

株 式 会 社 呉 鉄 工 所

代 表 取 締 役 尾 野 慎 一 郎
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CO2排出量目標

（注1）

（注2）

（注3） 「コピー用紙購入量の削減」及び「グリーン購入」は維持活動とする。
（注4）

（注5） 工程内不良率については毎年度設定する品質月報上の社内目標で管理する。
（注6）

４．環境経営目標

CO2排出係数は中国電力㈱の2021年度の調整後排出係数"0.542[kg-
CO2/kWh]"

　「環境経営方針」や「環境への自己チェックの結果」及び「課題とチャンス」等を踏まえて、
環境経営目標を以下の通り定めました。特に工程内不良の削減は当社が従来から品質改
善活動の最重点課題として取り組み、不良損失金額の低減を図ってきましたが、原材料投
入量、廃棄物の発生、エネルギーの削減にもつながる事から、エコアクション２１の環境経
営目標としております。また、CO2排出量は下記の目標を掲げて活動する。

「省エネルギー」に関しては2013年度の数値を基準とするが、それ以外の項目は
前年度実績を基準とする。

2013年比で2030年までに50%削減

2018度より「化学物質保管料の把握」を維持活動に追加した。
維持活動にした理由は、保管量が少量で使用頻度も年1回～2回程度であるた
め。

2018度より「購入電力量」は製品生産量での原単位評価（電力量÷生産台数）と
する。

今年度及び中長期の環境経営目標

No. No.

維持活動5

3
化学物質保管量の
把握

2 グリーン購入

外部
コミュニケーション
(対前年比)

4

2 購入電力量の削減

CO2排出量の削減

近隣からの苦情件数
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0
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2 0

1
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7%減

工程内不良の削減
プレス課

化石燃料購入量
の削減(ガソリン・軽油)

32%減 1.9

15%減 2,750.0

ppm
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100 %

件/年

%

0 件/年

%

件/年

100

3,000 ㎥

10.0 t

kg-CO2/ヶ

130,000

t

kg-CO2

kg-CO2/ヶ

kg-CO2

t 5.7 t

3

2

1

10.0

5.8

1,500,000

1.40

140,000

3,100

1

2

3

1

3

1

25%減

9%減

2%減

3%減

2,950.6

水道使用量の削減

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の削減

工程内不良の削減
車体課

小項目大項目

活動項目

目標(2024年度)目標(2023年度)目標(2022年度)

中長期の目標単年度の目標

2022年度　スタート時

ppm　

基準

2.8ppm

省資源(対前年比)

省エネルギー
（2013年比）

産業廃棄物の削減
（対前年比）

16%減

8%減

2.1

12%減

10%減 kg-CO2/ヶ

12%減 t

7%減 t

8%減 1,450,000

1.35

kg-CO2

㎥

kg-CO2

29%減

13%減

2%減

5%減

kg-CO2
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t10.2

1,400,000

1.30

120,000

2,900

9.0

5.6

3,145

143,439

1.45

1,584,365

3,230.5

㎥

t

kg-CO2

kg-CO2/ヶ

kg-CO2

6.0

ppm
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　前４項で定めた環境経営目標の達成に向けた2022年度の環境経営計画。
（活動項目No.1-1　～　No.2-2）

５．環境経営計画

各部門

達成手段活動項目

矢野Ｂ

責任者

評価

実績

目標

累計

月別

累計

月別

担当者

矢野Ｂ

3月

スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2月

2.1 2.1 2.1 2.1

①不良ワースト
部品の金型及
び作業改善
②社内工程監
査による不適
合検出
※品質月報に
よる

2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

累計

①不良ワースト
部品の工程監
査による不適
合検出
②治具点検の
強化による不
具合未然防止
※品質月報に
よる

森本Ｂ

累計

森本Ｂ

目標
月別 2,950.6 2,950.6 2,950.6 2,950.6

評価

実績
月別

2,950.6 2,950.6 2,950.6 2,950.6 2,950.62,950.62,950.6 2,950.6

2.1 2.1

1月

5.0

①再利用
②適正在庫及
び適正使用量
の設定

各部長

目標
月別 0.7 1.0 0.7 0.8 1.0 0.8 0.8 0.8 1.0 0.8 0.8 0.8

累計 0.7 1.7 2.4 3.2 4.2

累計

評価

No.1-1 

工程内不良の
削減

プレス課

【ppm】

No.1-1 

工程内不良の
削減

車体課

【ppm】

No.1-2

産業廃棄物の
削減

【t】

5.8 6.6 7.6 8.4 9.2 10.0

実績
月別

No.1-3

①リサイクル
②適正在庫及
び適正使用量
の設定

各部長

0.4 0.5 0.5 0.5

一般廃棄物の
削減

【t】

各部門

目標
月別 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.50.4 0.5

5.8

実績
月別

2.8 3.3 3.8 4.3 4.8 5.3累計 0.4 0.9 1.3 1.8 2.3

累計

評価

No.2-1

No.2-2及び
No.2-3による

各部長

500,000 625,000 750,000

125,000 125,000 125,000

875,000 1,000,000 1,125,000 1,250,000 1,375,000 1,500,000
目標

月別 125,000 125,000 125,000

累計 125,000 250,000 375,000

125,000 125,000 125,000125,000 125,000 125,000

累計

月別

評価

実績

No.2-2

照明のLED化
及び未使用場
所の消灯。こま
めなON/OFF。

各部長

CO2排出量の
削減

【kg-CO2】

各部門

1.40 1.40

累計

1.40 1.40 1.40

購入電力量の
削減

【kg-CO2/ヶ】

各部門

目標
月別 1.40 1.40 1.40 1.401.40 1.40 1.40

実績
月別

累計

評価
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　前４項で定めた環境経営目標の達成に向けた2022年度の環境経営計画。
（活動項目No.2-3　～　No.4-2）

５．環境経営計画

活動項目 達成手段
責任者 スケジュール

担当者 4月 11月 12月 1月 2月 3月5月 6月 7月 8月 9月 10月

No.2-3
①エコドライブ
運動の展開に
よるガソリン・軽
油の使用量の
削減
②積載効率UP
による運行回
数の低減

各部長

11,700 11,660 11,660 11,660

化石燃料購入
量の削減
(ガソリン・軽油)

【kg-CO2】

各部門

目標
月別 11,660 11,660 11,660 11,660 11,660 11,70011,660 11,660

140,000

実績
月別

70,000 81,660 93,320 104,980 116,640 128,300累計 11,660 23,320 35,020 46,680 58,340

累計

評価

No.3-1

業務全般にわ
たる節水運動

各部長

1,036 1,294 1,552

259 258 258

1,810 2,068 2,326 2,584 2,842 3,100
目標

月別 259 259 259

累計 259 518 777

258 258 258258 258 258

累計

月別

評価

実績

No.4-1

晴天時に清掃
を実施

尾野Ｂ

水道使用量の
削減

【㎥】

各部門

100% 100%

累計 100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100%

会社横の公道
の清掃実施

【%】

管理部

目標
月別 100% 100% 100% 100%100% 100% 100%

100%

実績
月別

100% 100% 100% 100% 100% 100%

累計

評価
No.4-2

①騒音防止の
為、一部設備
の夜間使用制
限
②業務全般に
わたる迷惑行
動の禁止運動

各部長

0 0 0 0

近隣からの苦
情件数

【件】

各部門

目標
月別 0 0 0 0 0 00 0

0

実績
月別

0 0 0 0 0 0累計 0 0 0 0 0

累計

評価
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（１）実施体制
本活動は下記に示す体制で実施した。

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

㈱呉鉄工所　エコアクション２１　実施体制 2022年4月1日付

代表取締役 ・ 環境経営に関する統括責任

・ 経営における課題とチャンスを整理し明確にする

・ 環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間を準備

・ 環境管理責任者を任命

・ 環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・ 代表者による全体の評価と見直し及び指示を実施

環境管理責任者 ・ 環境経営システムの構築、実施、管理

・ 環境活動の取り組み結果を代表者に報告

・ 環境関連法規等取りまとめ表の承認

・ 環境活動レポートの確認

EA21事務局 ・ 環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・ 環境目標、環境活動計画書原案の作成

・ 環境活動の実績集計

・ 環境関連法規等取りまとめ表の作成

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・ 環境活動レポートの作成

・ 全従業員に対する教育訓練の実施

部門長 ・ 自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・ 環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・ 決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

業務課

製作課

EA21事務局

環境管理責任者

尾野　慎一郎

代表取締役社長

管理部

管理課

森本　敏治

プレス課

製造部

車体課

技術部

生産技術課

役割・責任・権限

品質保証部

品質保証課

生産支援部
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（２）内部コミュニケーション

年間の教育・訓練計画に基づき活動に必要な教育及び訓練を実施した。
変化点教育をはじめとした社内教育を継続的に実施し、早朝会議や全社
朝礼、経営会議及び品質会議、安全衛生委員会を通じ必要な情報の展
開及び指示を実施した。
また社内6S活動の継続により地域社会への環境保全、社内職場環境の
整備に向け取組中です。

（３）外部コミュニケーション

（４）今年度の新規取組
①

整備前 整備後

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

　夜間、近隣にご迷惑を掛けない様、リフト作業時には細心の注意をはらい運転し騒
音防止にも努め、また、近隣からのクレームは0件でした。

　地域環境整備の向上のため、朝礼終了後の晴天時には、会社周辺の掃除を公道を
含めて実施し、雨天時にはゴミを拾うなど清掃活動の実施。

廃蛍光灯やガラスくずの飛散防止のため専用BOXを新設し環境の整備を実施した。
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（５
）マ
テ
リ
ア
ル
バ
ラ
ン
ス

本
活
動
の
取
組
内
容
及
び
結
果
を
マ
テ
リ
ア
ル
バ
ラ
ン
ス
で
示
す
。

６
．
環
境
経
営
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た
取
組
内
容

　　　※工場及び事務所を含め全社での数値

※工場及び事務所を含め全社での数値

CO2排出量

CO2 1,106,233 kg-CO2

総排水量

下水道 2,404 ㎥

廃棄物

一般廃棄物 5.8 t

産業廃棄物 7.0 t

スクラップ 3,422 t

生産工程のアウトプット

製品生産量

生産量 7,435 t

生産

CO2排出量

CO2 101,328 kg-CO2

物流でのアウトプット

総物質投入量

原材料 10,857 t

コピー用紙 103,500 枚

総エネルギー投入量

電力 2,041,020 kWh

燃料-軽油 38,654 ℓ

燃料-ガソリン 690 ℓ

水資源投入量

上水 2,404 ㎥

その他

生産工程のインプット

EA21事務局
2023年4月

作成者
作成日

INPUT OUTPUT

OUTPUT

２０２２年度 マテリアルバランス

物流

販売

P
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（１）2022年度の環境経営目標に対する実績

（注1） 「○」は目標達成、「×」は目標未達成、「―」は未評価を示す。

（１-１）未達成項目の是正処置

●工程内不良率の削減

目標未達について「なぜなぜ分析」の結果、工程内での不具合品の情報が
当該部門において共有化できておらず、情報が対策部門まで伝達出来ていな
い事が要因で、不具合が再発し目標未達となっていた。
また、対策後も再発している内容もあるため、真の原因がつかめていない
可能性もあります。
引き続きの治具点検や金型保全を徹底し、未然防止に努めていきます。

●購入電力量の削減

2013年と比較して客先の生産台数がコロナ禍の影響により減少したことで
個当たりの排出量の原単位が悪化したと考えられます。
省エネルギーへの取り組みを強化し、また生産性の改善で目標達成へと
繋げていきます。

７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

No. No.

5

2
化学物質保管量の
把握

602.00 kg ○

2 グリーン購入 5 部品/年 ○

10.2 t

6.0 t

1,584,365 kg-CO2

3,230.5

維持活動

省エネルギー

省資源

外部
コミュニケーション

1
コピー用紙購入量
の削減

103,500 枚 ○

CO2排出量の削減 1,500,000 kg-CO2 1,207,561 kg-CO2

㎥

ppm 6.2 ppm

1

工程内不良の削減
プレス課

2.1

活動項目

大項目 小項目 目標(2022年度)

今年度の目標 今年度の実績

実績(2022年度)

1

3 一般廃棄物の削減 5.8 t 5.8 t

産業廃棄物の削減

7.0

2022年度スタート時

2 2 購入電力量の削減 1.40 kg-CO2/ヶ

×

2 産業廃棄物の削減 10.0 t

工程内不良の削減
車体課

2,950.6 ppm 3,055.0 ppm

t

3
化石燃料購入量
の削減(ガソリン・軽油)

140,000 kg-CO2 101,328 kg-CO2

○

1

3

2 近隣からの苦情件数 0

%1 会社横の公道の清掃 100 % 100

4

2,404 ㎥1 水道使用量の削減 3,100 ㎥

基準

× 2.8 ppm

件/年 0 件/年

○

1.51 kg-CO2/ヶ

評価

○

○

×

○

○

○

1.45 kg-CO2/ヶ

143,439 kg-CO2

3,145

ppm

P.11



（１）2022年度の環境経営目標に対する実績
（活動項目No.1-1　～　No.2-2）

７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

実績及び累計達成⇒○

いずれか達成⇒△

いずれも未達⇒×　　3ヶ月×の場合は是正策をとること評
価
欄

各部門

達成手段活動項目

矢野Ｂ

責任者

評価

実績

目標

累計

月別

累計

月別

担当者

矢野Ｂ

3月

スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2月

×

8.5 5.3 5.1 4.7

2.1 2.1 2.1 2.1

× × × ×

5.1 8.9 7.7 6.4

× × × × ×

品質月報
①ワースト部品
の改善
②社内工程監
査
③金型対策 6.8

2.1

×

2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

8.7

〇

累計

品質月報
①ワースト部品
の改善
②社内工程監
査
③治具点検

森本Ｙ

累計

森本Ｙ

目標
月別 2,950.6 2,950.6 2,950.6

〇 × × ×

2,950.6

評価 〇 〇 〇 〇 × × 〇

実績
月別 1,682.0 2,531.0 2,521.2 2,870.0 4,335.6 4,140.3 2,530.4 2,888.9

2,950.6 2,950.6 2,950.6 2,950.6 2,950.62,950.62,950.6 2,950.6

1.3

2.1 2.1

3,040.0 3,599.3 3,477.4 3,043.9

1月

6.3

×

5.0

①再利用
②適正在庫及
び適正使用量
の設定

各部長

0.0

目標
月別 0.7 1.0 0.7 0.8 1.0 0.8 0.8 0.8 1.0 0.8 0.8 0.8

累計 0.7 1.7 2.4 3.2 4.2

2.6 0.0 0.0 0.0 1.3 1.3 1.8 0.0 0.0

累計 0.0 0.0 2.6 2.6 2.6 2.6 3.9 5.2 7.0 7.0 7.0 7.0

評価 〇 〇 × 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 〇 〇

No.1-1 

工程内不良の
削減

プレス課

【ppm】

No.1-1 

工程内不良の
削減

車体課

【ppm】

No.1-2

産業廃棄物の
削減

【t】

5.8 6.6 7.6 8.4 9.2 10.0

実績
月別 0.0 0.0

No.1-3

①リサイクル
②適正在庫及
び適正使用量
の設定

各部長

0.4 0.5 0.5 0.5

〇 〇 △ ○

一般廃棄物の
削減

【t】

各部門

目標
月別 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.50.4 0.5

5.8

実績
月別 0.1 0.1 0.3 0.5 0.6 0.6 0.6

2.8 3.3 3.8 4.3 4.8 5.3累計 0.4 0.9 1.3 1.8 2.3

累計 0.1 0.2 0.5 1.0 1.6 2.2 2.8

0.6 0.6 0.6 0.6 0.6

3.4 4.0 4.6 5.2 5.8

評価 〇 〇 △ △ △ △ △ △

No.2-1

No.2-2及び
No.2-3による

各部長

500,000 625,000 750,000

125,000 125,000 125,000

875,000 1,000,000 1,125,000 1,250,000 1,375,000 1,500,000
目標

月別 125,000 125,000 125,000

累計 125,000 250,000 375,000

125,000 125,000 125,000125,000 125,000 125,000

104,127 104,007

999,427累計 83,022 156,362 255,948 367,657

96,827 116,718 109,618 102,770 103,252 102,585月別 83,022 73,341 99,586 111,708

1,103,555 1,207,561

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

464,484 581,202 690,821 793,591 896,842
実績

〇 〇 〇 〇 〇

No.2-2

電気使用量の
削減

各部長

CO2排出量の
削減

【kg-CO2】

各部門

1.40 1.40

累計

1.40 1.40 1.40

購入電力量の
削減

【kg-CO2/ヶ】

各部門

目標
月別 1.40 1.40 1.40 1.401.40 1.40 1.40

実績
月別 2.60 1.74 1.28 1.57 1.70 1.70 1.40

累計

1.42 1.53 1.57 1.31 1.16

× × 〇 〇評価 × × 〇 × × × 〇 ×
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（１）2022年度の環境経営目標に対する実績
（活動項目No.2-3　～　No.4-2）

７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

実績及び累計達成⇒○

いずれか達成⇒△

いずれも未達⇒×　　3ヶ月×の場合は是正策をとること評
価
欄

活動項目 達成手段
責任者 スケジュール

担当者 4月 11月 12月 1月 2月 3月5月 6月 7月 8月 9月 10月

No.2-3

①エコドライブ
運動の展開に
よるガソリン・軽
油の使用量の
削減
②積載効率UP
による納品便
数の低減

各部長

11,700 11,660 11,660 11,660

〇 〇 〇 〇

化石燃料購入
量の削減
(ガソリン・軽油)

【kg-CO2】

各部門

目標
月別 11,660 11,660 11,660 11,660 11,660 11,70011,660 11,660

140,000

実績
月別 7,266 6,058 8,529 9,278 7,102 9,087 9,580

70,000 81,660 93,320 104,980 116,640 128,300累計 11,660 23,320 35,020 46,680 58,340

累計 7,266 13,324 21,854 31,132 38,234 47,321 56,901

8,834 8,793 7,972 9,786 9,042

65,735 74,528 82,500 92,286 101,328

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.3-1

業務全般にわ
たる節水運動

各部長

1,036 1,294 1,552

259 258 258

1,810 2,068 2,326 2,584 2,842 3,100
目標

月別 259 259 259

累計 259 518 777

258 258 258258 258 258

110 131

2,163累計 254 462 613 763

292 353 255 255 129 116月別 254 208 151 151

2,273 2,404

評価 〇 〇 〇 〇 △ △ 〇

1,055 1,408 1,663 1,918 2,047
実績

〇 〇 〇 〇 〇

No.4-1

晴天時に清掃
を実施

尾野Ｐ

水道使用量の
削減

【㎥】

各部門

100% 100%

累計 100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100%

会社横の公道
の清掃実施

【%】

管理部

目標
月別 100% 100% 100% 100%100% 100% 100%

100%

実績
月別 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 100% 100% 100%

累計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 100%

〇 〇 〇 〇

100%

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.4-2

①騒音防止の
為、一部設備
の夜間使用制
限
②業務全般に
わたる迷惑行
動の禁止運動

各部長

0 0 0 0

〇 〇 〇 〇

近隣からの苦
情件数

【件】

各部門

目標
月別 0 0 0 0 0 00 0

0

実績
月別 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0累計 0 0 0 0 0

累計 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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（３）実績推移と各項目の評価

No. No.

4 外部コミュニケーション

毎日、会社周辺の公道の清掃を実施し、地域
社会の環境美化に努めている。

夜勤操業があるため近隣にご迷惑をかけない
ようフォークリフト作業など、細心の注意をはら
い運転するように指導している。

化学物質保管料の把握

グリーン購入

コピー用紙購入量の削減

3

2

1

維持活動5

補修用で塗装用シンナーを購入していますが
問題なく保管、使用されています。

引き続き環境配慮製品を購入する。

引き続きペーパーレスを社内で展開する。

水道使用量の削減
節水への積極的な取り組みで目標が達成でき
た。

会社周辺の公道清掃

近隣からの苦情件数2

1

省エネルギー2

1省資源3

売上に対する費用の抑制を意識した全社活動
が出来た。社内トラックのルート変更や構内
フォークリフトの削減など実施し目標達成する
事が出来た。しかしながた1個当たりの原単位
は未達となったため更なる生産性の改善や、
省エネルギー化の益々の推進がカギとなる。

CO2排出量の削減

購入電力量の削減

化石燃料購入量の削
減
（ガソリン・軽油）

3

2

1

社内6S活動のため不要物の撤去を進め削減
量は目標を達成することが出来た。

産業廃棄物の削減

引き続きペーパーレスを社内で展開する。

大項目
活動項目

評価
小項目

一般廃棄物の削減3

2

1

産業廃棄物の削減1

７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

未達となりました。今後は、毎日の工程内不良
の分析及びワースト部品の分析を細かくし、金
型保全やプレス作業者からのインプットなど
QRSに沿った活動をお願いします。

未達となりました。今後は、毎日の工程内不良
の分析及びワースト部品の分析を細かくして下
さい。また治具点検での異常などのインプット
をもとに継続的改善をお願いします。

工程内不良の削減
車体課

工程内不良の削減
プレス課
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2023年度の環境経営目標

2022年度の実績を踏まえて新たに目標を設定しなおしました。

CO2排出量目標

2013年比で2030年までに50%削減

８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画

No. No.

t 6.8

3
化学物質保管量の
把握

602.00 kg

0 件/年 0

1 会社横の公道の清掃

5 部品/年2 グリーン購入

100 % 100

基準

ppm

ppm

t

t

kg-CO2

㎥

kg-CO2/ヶ

kg-CO2

㎥

6.2

5.8

1,584,365

1.45

143,439

2,404

3,055.0

1 産業廃棄物の削減

6.2 ppm 2.0

5.8 t 5.7

7.07.0

ppm

今年度の実績 次年度の目標

t

ppm3,055.0 ppm 2,800.0

化石燃料購入量
の削減(ガソリン・軽油)

2 購入電力量の削減

t

1 CO2排出量の削減

実績(2022年度) 目標(2023年度)

1

活動項目

大項目 小項目

2 産業廃棄物の削減

工程内不良の削減
車体課

1

工程内不良の削減
プレス課

kg-CO2

3 一般廃棄物の削減

1,150,000

1.51 kg-CO2/ヶ 1.35

101,328 kg-CO2 100,000

kg-CO2/ヶ

kg-CO2

2022年度終了時点

水道使用量の削減

%

㎥ 2,300

4
件/年

環境配慮製品の購入

103,500 枚

3 省資源 2,404

2 近隣からの苦情件数

1
コピー用紙購入量
の削減

維持活動5

2 省エネルギー

1,207,561 kg-CO2

3
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環境関連法規
①廃棄物の処理及び清掃に関する法律
②騒音規制法
③振動規制法
④広島県生活環境の保全等に関する条例
⑤特定工場における公害防止組織の整備に関する法律
⑥フロン排出抑制法
⑦消防法
⑧化学物質のリスクアセスメント
⑨特定化学物質障害予防規則

９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、
　　訴訟などの有無

環境関連法規等の遵守状況の定期評価の結果、環境関連法規等の逸脱はありませんでし
た。また、過去13年間に違反や訴訟もありませんでした。

１０．代表者による全体の評価と見直し・指示

　今年度の「環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果」より、弊社のエコアクショ
ン21の活動のメインとなる「CO2排出量の削減」は目標達成することができました。

　今年度は納品ルートの再検討、工場内の節電・不要な設備の停止、照明のLED化などを
進めてきました。まさに売り上げに応じた費用の抑制に向けて指示した行動の結果です。エ
コアクション21の対象範囲は全組織・全活動です。呉鉄工所全員で目標達成に向け取り組
んで参ります。

　また、監視項目ではありますが引き続きペーパーレス化を指示し、使用量削減に取り組ん
で参ります。

　取り組みを始めた当初から比較すると、社員一人ひとりのエコ意識は向上しています。今
後は製造ラインの更なる自動化を推し進め、変化点教育を維持継続し、工程内不良の削減
に取り組んで参ります。

　来年度以降も環境方針及びシステムを維持し、持続可能な社会の実現に向け2030年ま
でにCO2排出量を半減させる大きな目標を達成できるように活動を継続して参ります。

2023年5月1日 株式会社　呉鉄工所
代表取締役　尾野　慎一郎
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